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P&I およびディフェンスクラスのすべてのメンバーの皆様 

 

 

2021 年 11 月 9 日 

 

財務状況、オープンポリシーイヤーおよび2022保険年度の保険更改について 

先ごろ開催された理事会において、当クラブの財務状況、オープンポリシーイヤー、2022 保険年度の保険

更改について検討しました。 

 

2022 年度保険更改 

当クラブは、収支均衡での保険引受という目標達成に向けて前年の保険更改で前進が見られました。理事

会は引き続き持続可能なレベルの引受成績達成に全力で取り組んでおり、2022 年保険更改でのメンバー

の皆様による保険料負担増が必要です。 

2021/22 保険年度は、2020/21 年度に比べて成績が確実に改善する見込みですが、当保険年度のコンバイ

ンドレシオはおよそ 115％と見られ、クラブ理事会が掲げる目標値を依然として超過している状況です。その

主な要因としては、国際グループプール（以下「プール」）における大規模クレームの頻度と費用並びに新型

コロナ関連クレームが挙げられますが、これに加え、業界全体で保険料率が全般的に低水準であることも影

響しています。 

当保険年度の当初 6 カ月間は、他クラブのプールクレームの頻度が低下しました。しかしながら、こうしたク

レームの平均額は大幅に増加しており、クレーム予想は 2020/21 年度と同等規模となっています。 

一方、投資ポートフォリオは、防御的ポジションを維持しており、保険引受損失を相殺できる見込みはありま

せん。 

これを受け、理事会は、2月 20 日時点において、メンバーの P&I および FDDの保険料について、12.5％の

ジェネラル・インクリース適用を決定しました。 

理事会では、収支均衡での保険引受を達成するうえで、P&I 保険料率調整に加え、 メンバーの自己負担増

額も、当クラブの戦略の重要な柱に位置付けています。個別の P&I 免責金額の調整は 2 年間発表しており

ませんが、理事会は免責金額の一律 10％の引き上げを決定しました。乗組員および貨物については最低

2,500 ドル、衝突（固定物・浮遊物）については最低 7,500 ドルの引き上げとなります。クラブ管理者は、現行

の免責金額の維持を希望されるメンバーについては、追加の保険料調整を適用するよう指示されています。 

FDD 免責金額の変更はありません。 

 

 

 



 

 

 

 

 

国際 P&I グループの超過損害額再保険プログラムに関わる追加コストは、メンバーに転嫁されます。同様に、

当クラブのプール対象外の再保険プログラムのコストが上昇しており、2022/23 年度も上昇が続く見通しです。 

メンバー間の公平性を確保するため、クラブ管理者は、クレームの実績および予測を基に、保険料率の妥

当性、契約条件、免責金額の詳細分析を継続的に実施します。 

現行の保険料率では、自身のクレームコストや、再保険コスト、多額の市場損失に対する相応の費用負担を

カバーしきれないメンバーについては、当クラブへの保険料負担をジェネラル・インクリース以上に高めてい

ただく必要があります。 

 

オープンポリシーイヤー 

P&I クラス 

2020/21 保険年度に関する当クラブ自身のクレームは、2021 年 2 月 20 日以降、予想よりもやや良好な結果

となっています。しかし、以前にメンバーの皆様への報告にもあったように、国際グループプール内で発生し

た記録的なレベルの大規模クレームに加え、パンデミックを背景に生じた大量のクレームがあるため、

2020/21 保険年度は依然として大きな保険引受損失を被ることになります。2020/21 保険年度のコンバインド

レシオは改善が見られたものの、現在は 124％となっています。 

2019/20以前の保険年度は、基本的に期待どおりの成績となっており、予想クレーム件数の点で全体的にわ

ずかに改善された点が反映されています。 

すべてのオープンポリシーイヤーについて、予定外保険料は見込んでおりません。また、リリースコール率

は、以下のとおり、本年度先の理事会で決定した率を維持する予定です。 

• 2019/20 保険年度：なし 
• 2020/21 保険年度：6％ 
• 当保険年度：12.5％ 

 

ディフェンスクラス 

本クラスは、すべてのオープンポリシーイヤーについて、引き続き予想の範囲内のパフォーマンスを維持し

ており、予定外保険料は見込んでおりません。 

リリースコール率は、P&I クラスと同率を維持しています。 

• 2019/20 保険年度：なし 
• 2020/21 保険年度：6％ 
• 当保険年度：12.5％ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

今後も持続可能で最も競争力のある保険料で卓越したサービスとサポートをメンバーの皆様に提供してまい

ります。メンバーの皆様におかれましては、このたびの保険更改でも引き続きご支援を賜りますようお願い申

し上げます。 

 

以上 

 

Jeremy Grose 
Director 
The Standard Club UK Limited 
 
Email:  jeremy.grose@standardclub.com 
 
（本回覧は、英文クラブ回覧をメンバー各位の便宜のために日本語に仮訳したものです。） 
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